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賃貸借仕様書 

 

１．業務名 

病院情報インフラネットワークシステムの部分更新に係る賃貸借 

 

２．期間 

（１） 賃貸借期間 

令和８年11月１日～令和14年10月31日（72か月） 

なお、賃貸借期間終了後に、買い取り又は再リースする場合がある。また、買い

取りとする場合の残価については、発注者と受注者が協議して決定する。 

（２） 構築（設計・施工等）・設置期間 

契約締結日～令和8年10月31日 

 

３．支払条件 

毎月払いとする。 

 

４．調達先 

受注者は、病院情報インフラネットワークシステムをＮＥＣフィールディング株式会

社から調達するものとする。 

 

５．撤去 

リース期間満了後、調達物品の撤去については、当センターと日程等について事前協

議の上で行うこと。また、撤去に掛かる費用については本費用に含むものとする。なお

撤去するに当たり、記憶媒体を含む場合は、データを消去するものとし、消去したこと

を証する書類を発行すること。 

 

６．基本要件（非機能要件） 

（１） 既設のHISネットワークシステム（以下「既設ネットワーク機器」という。）のう

ち、サーバスイッチを更新とすること。 

（２） 受注者は、現行の設定を踏襲し機器の入れ替えを行い、ネットワークの円滑な稼動

を図ること。 

（３） 既設ネットワーク機器との連携について疎通確認を実施すること。 

（４） 現行の電子カルテベンダーと連携し、現在稼働している電子カルテシステムへの影

響を最小限にとどめる方策を提示すること。 

（５） 障害発生時にネットワーク全体へ影響が及ばないように、障害による影響範囲が極

力小さくなるように環境を構築すること。 
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（６） 本調達に際し、原則として、厚生労働省の医療情報システムの安全管理に関する

ガイドライン第7.0版に準拠することとし、当センターと受注者にて協議のうえ設

計構築を施すこと。また、本調達以降にガイドラインが改定された場合、当セン

ターと受注者にて協議し対応すること。 

 

７．機能要件 

本調達のハードウェアとソフトウェアについて賃貸借期間中正常に稼働でき、更新機

器については現行機種と同等以上のものとすること。また、更新後は機器統合を前提と

し、現行接続機器の収容ポート数を考慮した適切な台数及び構成を提案すること。 

７―１．１ サーバスイッチ：導入場所 サーバ室 

以下の機器を更新すること。 

・現行機種 アライドテレシス社製 AT-x530L-28GTX 6台 

      NEC社製  QX-S5226P 2台 

      NEC社製  QX-S4028P 6台 

 

７－２．ネットワーク機能要件 

（１） サーバスイッチは、停電対策としてUPS（無停電電源装置）に接続すること。 

（２） 障害検知の観点から、トラフィックや機器の異常等、ネットワークの障害発生を

検知し、記録できること。また、スイッチ毎にログが取れること。 

（３） ネットワーク機器の設定情報はコアスイッチ又は管理サーバで一元的に管理でき

ること。 

 

８．構築（設計・施工等）・設置要件 

（１） 当センターの担当者と協議のうえ、ネットワークシステムの設計を行うこと。ま

た、既設ネットワーク機器と整合性を取った構成図（論理構成図及び物理構成図を含

む。）、基本設計書、詳細設計書、導入計画書、試験報告書等の設計図書を作成する

こと。 

（２） 障害時に対応するためのシステム再構築手順書を改訂すること。 

（３） 受注者は、契約締結後速やかに本調達の確実な実施を担保するためのプロジェク

ト体制を整えるものとし、プロジェクト体制表の作成に当たっては、作業責任者、役

割、連絡先を明確にすること。また、プロジェクト体制表を作成後、当センターへ速

やかに提出し、承認を得ること。 

（４） 工程毎の日程や提出物を定義した工程表を契約締結後速やかに作成し、当センタ

ーの承認を得ること。 

（５） 本業務の進捗状況や業務遂行に当たっての課題、懸念事項をまとめるため、受注

者は、全体プロジェクト会議を設置すること。会議後はその内容をまとめ当センター
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に報告すること。 

（６） 関連する電子カルテ、部門システム等との仕様や日程調整等が必要となった場合

は当センターと調整のうえ、他システム担当側を含めた打合せを適宜実施すること。 

（７） 導入作業や現行ネットワークからの入れ替え作業を行う際は、可能な限り業務シ

ステムへの影響や、利用者への負担がかからないように休日又は平日夜間帯に作業を

行うこと。また、導入機器の搬入設置作業や、設置場所でのシステム設計構築作業

は、当センターと協議のうえ、安全かつ効率的に作業を行うこと。 

（８） ネットワークシステム構築及び移行に際し、ネットワークの停止を伴う場合に

は、事前に充分当センターと協議を行い、休日又は平日夜間帯に、最短の停止時間で

行うこと。 

（９） その他構築、設置に当たって作業内容の変更等が必要な場合は、速やかに当セン

ター担当者と協議すること。 

 

９．提出物（ドキュメント等） 

受注者は下記のドキュメント及び電子データを作成し、構築（設計・施工等）設置完

了後提出すること。ただし、既存ドキュメントがある場合は、既存ドキュメントの修正

でも構わない。 

（１） 設計図書（構成図、基本設計書、詳細設計書、導入計画書、試験報告書等） 

（２） 各機器のハードウェアの一覧表 

（機種名、規格ナンバー、バージョン情報等） 

（３） 各ソフトウェア情報の一覧表 

（ソフト名、規格ナンバー、バージョン情報等） 

（４） 障害時に対応するためのシステム再構築手順書 

（５） ネットワークの構成図を、論理構成図と物理構成図の2種類に分け提出するこ

と。 

・論理構成図：VLAN情報、IPアドレス、サブネット等のネットワークの論理的構成

にかかわる情報 

・物理構成図：ネットワーク機器及びケーブル結線が判る物理的な接続情報 

 

10．その他 

（１） 既設ネットワーク機器間の配線（光、UTP）は、現行流用とするが、今回の調達

に伴い、追加が必要となった配線及び工事は本調達に含めること。 

（２） 今回の調達に伴い、既設ネットワーク機器の増強が必要となった場合は本調達に含

めること。 

（３） 仕様書にない内容については当センターと受注者にて協議を行い、決定することと

する。 


